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（緒  言）   

流域内に存在する水を利用可能な資源と してみる時、流域から大気中へ直接蒸発し  

て し ま い水利用に供さ ない塵二を見積る こ とが重要である。本研究では永久凍土地帯の  

小流域において夏期の蒸発壁を見積っ た。観潮は1987年7月 一8月の約2週間米国アラ  

スカ州中央部（64。57・N，1470 37′ W）の小流域（グ レンクリ ーク、面積1・8k汀f、  

高度 250－500 m）で行った。調査流域の地表面状憩は黒と うひ、カン木額、モス等  

の植生地帯と湿地地帯及び小河川である。北斜面には永久凍土が存在するが、地面か  

ら20－40。皿は融解し多重：に水を含んだ粘土層となっていた。 流域下部（海抜高度300  

m）の裸地（カン木、モスが点在する）地帯では気温、湿度、風速、地温、表面温度、  

日射量、放射収支量、アルベード等の微気象観測と大型蒸発計を用いて蒸発塵の直接  

滴定を行っ た。 さ ら に小河川において は水位と水温の渕定を行った。  

（観 測 結果）   

観測期間中の各気象要素（平均値、極値、 目敏差）を第1表に示した。気温、表面  

温度、 蒸発計の水温の平均値はほぼ同 じ個を得たが、 日較差は地表面で最も大き く な  

った。 川水温は低く 日額差も小さい。 地温は表面から深く なる程下がり 20c硯の探さで  

は日較差がほとんどみられなかった。同じ水面でも流水面の小河川面とたまり水の蒸  

発計水面では水蒸気圧に大きな差がみられる。 このよ うに表面の性質が異なると各気  

象要素の傾が大き く 異なる。 そこで流域内熱収支を求める時は、対象とする面をどこ  

にするかが重要となる。今回は裸地、川水面、静止水面（蒸発計水面）における大気  

一 表面 聞の熱交換量を 求 めた。   

（i） 放射収支量（Q N）   

裸地では放射収支計を用い て Q Nを 直接潤  

宜 し た。 裸地上で Q M は  

Q N＝（1－α。）Ⅰ。＋IL 一♂ で。4  （1）   

で表 さ れる。  α。は裸他のア ルベ ード、 Ⅰ。   

は 日 射量、ILは大気放射量（長波長）、 T。   

は地表面温度 で あ る。 水面上 で は  

Q N′ ＝（トα u）Ⅰ。りL－♂ ■トー4  （2）  

であ る。  α ｝ は水面の ア ルベ ード、 でv は  

水温であ り、 日 射量と 大気放射亙は裸地と 同  

じ値を と る と し た。（1）式、 く2）式よ り  

Q H′ ＝Q H＋（α。－α ‖）Ⅰ。＋♂（T。1一丁〝一）   （3）  

項月（単位）  平均値  最大（平均）  最小（平均）  最大日車交差   

気温  （8C）  15．6  22．g   8．9   2l．5   

表面温度 ぐC）  15．5  27． 4．7   31．4   

5cl地泡 ぐC）  10．8  12．8   8．8   6．0   

10亡兄地温 ぐC）  9．9  11．2   8．6   3．7   

20cl地温 ぐC）  6．8  6．9   6．4   0．9   

川水温  ぐC）  6．6  8．1   5．0   5．2   

＊蒸発計水泡（OC）  15．7  19．＄   1Z．1   11．6   

相対湿度（％）  78  100   48   62   

風速ぐC）  0．4   1．5  

水蒸気圧  
（大気中）（pb）  9．97  10．57  

＊水蒸気圧  

（蒸発計）（刀b）  

水蒸気庄  
（川面）（Ⅶb）   8．72   3．67   

とな り、 林地の放射収支塁を両地点のアルベ  

ード と表面温度で補正するこ と によ り、水面 弟1表、気象要素の平均値、極値  

上の放射収支塞が得られる。  （＊ は 7月29日 －8月6日、その他は7月  

（ii） 蒸発（凝結）潜熱量（Q E）  25日 －8月6日）  

－15－   



大型蒸発計の水位変化（』h）か ら 蒸発量（M）を測定 し、 蒸発に よ る 潜熱壁（Q E   

）を 求 め た。  

Q E＝ L・M  （4）   

L は蒸発潜熱で あ る。 直接測定の な い裸地 と 川水面で はバルク 法 を用 い て Q Eを 二求め   

た。  

Q E＝ L・h。・β・Ⅴ（q a－ q。）   （5）   

h。はバルク 係数、 β は空気の密度、 Ⅴ は 風速、 q。と q。は高度1．5 泡と 表面 に お け る   

水煮気重であ る。 なお バルク 係数 は（4），（5）式 を用 い て 蒸発計水面上で求め た値 を他  

の地 点 に お い て も使用 し た。   

（iii） 顕熟伝達量（Q 白）  

各地点 に お ける 顕熱伝達量（Q 白）もバルク  

法を 用 い て 求 め た。  

Q f）＝ P・C。・h a ・Ⅴ（T。一 T。） （6）  

C。は空気の比熱、 h aは熱のバルク係数′T aと  

T。は高度1．5 持と 表面 に お け る 温度で あ る。   

なお h。＝ h。と 仮定 し た。  

第1図 に は 3 地点 に お い て 得 ら れ た 熱収 支 3   

成分（放射収 支量、 顕熱量、 潜熱意）の 日 格畳   

の変化を示 し た。 裸他 と 蒸発計水面 に お け る主  

な供給熱は放射収支量（期間中 の平均8．4 拭J／d、   

11．8I＝／ポ）で あ り、 蒸発 に よ る 潜熱（－5．O   

HJ／ポ、 －2．g消J／ポ）が消費熱 に な っ て い る。 辟  

熟は表面温度 と 気温の差がな い ため に（第1黍   

）非常 に小 さ な億 と な っ て い る。 一方、 川水面   

にお い て はア ルベ ード が小 さ く 川水泡が低い た  

めに、 他の 2 地点 に比べ て 放射収支盈（18．8  

肖J／d）も 願熱伝尊量（4．4HJ／ポ）も大 き く な っ  

て い る。 さ ら に潜熱伝導畳も並の符号 を と り 水   

面で凝結が生 じ て い る（3．…J／ポ）。 第 2 図 は 3   

地点 に お け る 蒸発（凝結）量の変化 を示 し たp   

なお 棒グラ フ は降雨 日 隠豪を 表 し て い る。 期間  

中の蒸発総量 は裸地で ㍗3∴91聞、 辛党計水面 で   

13．1Ⅶ匂で あ っ た。  こ れ は総雨量（25．鋸柑）の   

95－ 53％ に あ た る。 な お こ の 時、 河川流出▲量は   

降水量の14％ であ っ た。 通常夏期に は水面か ら   

蒸発が生 じ る。 し か し永久凍土帯の流域で は川   

水温が転めて 低い た め に、 夏期 であ っ て も 凝結   

があ る こ と が分か っ た。  
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．第1図 3地点における熱収支3成分   

（放射収支磨、斬熱整、潜熱蜃）  
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第2凶 3地点における蒸発寅  

（棒グラフは降雨日 総車）   
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